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令和２年度決算を認定今
月
の
　

　
注
目
!

二ツ山城跡・西の丸からの眺望

田所地区にある邑智郡内最大級の山城

出羽元
もととも

倶 （毛利元就の６男） 没後４５０年

人口問題特別委員会を設置
（２）
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コ
ロ
ナ
対
策
で
国
庫
支
出
金
増
額

　

令
和
２
年
度
一
般
会
計
決

算
は
、
歳
入
歳
出
差
引
額
が

２
億
２
１
４
１
万
円
の
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事

業
、
国
民
健
康
保
険
直
営
診

療
所
事
業
、
後
期
高
齢
者
医

療
事
業
、
下
水
道
事
業
、
電

気
通
信
事
業
の
特
別
会
計
に

お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
黒
字

と
な
り
ま
し
た
。

　

水
道
事
業
会
計
は
、
初
め

て
の
単
年
度
純
利
益
を
計
上

し
ま
し
た
が
、
累
積
の
欠
損

金
が
１
億
５
０
６
８
万
円
あ

り
ま
す
。
今
定
例
会
で
資
本

金
を
取
り
崩
し
て
欠
損
金
を

処
理
す
る
案
が
示
さ
れ
、
議

会
で
議
決
し
ま
し
た
。
来
年

度
に
処
理
さ
れ
ま
す
。

　

決
算
に
基
づ
く
普
通
会

計
の
財
政
指
標
に
つ
い
て

は
、
経
常
収
支
比
率
は
93
・

３
％
、
前
年
度
対
比
で
３
・

３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て
い
ま

す
。　

実
質
公
債
費
比
率
は
、

３
年
平
均
で
０
・
１
ポ
イ
ン

ト
悪
化
の
15
・
０
％
と
な
っ

会　計　名
決　　算　　額

収　入 支　出 差　引

普
通
会
計

一 般 会 計 141億7494 139億5353 2億2141

電 気 通 信 5億4283 5億2996 1287

小　　計 147億1777 144億8349 2億3428

公
営
事
業
会
計

国民健康保険 12億9126 12億7495 1631

直 営 診 察 所 1億  345 9818 527

後 期 高 齢 者 ３億9406 3億9120 285

下 水 道 9億4629 9億3016 1613

小　　計 27億3506 26億9449 4057

総　合　計 174億5282 171億7798 2億7484

元　年　度 157億4032 154億6719 2億7313

30　年　度 150億9392 148億2981 2億6411

29　年　度 150憶7024 147億4054 3億2969

28　年　度 159億2729 154億5041 4億7689

27　年　度 184億7790 180億7181 4億  608

年度区分 令和元年度 令和２年度 対前年度増減率

標 準 財 政 規 模 68億6797 69億2311 0.8%

経 常 収 支 比 率 96.6％ 93.3％ △3.3P

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 ー ー ー

連結実質赤字比率 ー ー ー

実 質 公 債 費 比 率 14.9％ 15.0％ 0.1P

（単年度） 15.6％ 14.3％ △1.3P

将 来 負 担 比 率 96.3％ 91.6％ △4.7P

職 員 数 218人 216人 △2人

人 件 費 16億    51 17億2634 7.9%

人 件 費 比 率 12.9％ 12.0％ △0.9P

物 件 費 14億1371 14億5764 3.1％

普 通 建 設 事 業 費 13億9760 15億5477 11.2%

令和２年度会計別決算収支

邑南町の財布の中身は？
　財政指標等のようす

（単位：万円）

（単位：万円）

注）表の金額は万円単位で表示していますが実際の決算はすべて円単位までとなって

います。千円単位で四捨五入していますので合計が一致しない場合があります。

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
と
も
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
事
業
会
計
も

８
２
０
万
円
の
単
年
度
純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た
。

　

財
政
指
標
の
う
ち
実
質
公
債
費
比
率
が
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し
ま
し
た
が
、
他
は
改
善
し
て
い
ま
す
。

決算審査令和２年度決算を認定

て
い
ま
す
。

　

将
来
負
担
比
率
は
91
・

６
％
と
４
・
７
ポ
イ
ン
ト
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
的
な
実
質
公

債
費
比
率
を
抑
え
る
た
め
、

３
つ
の
大
型
事
業
︵
邑
智
病

院
、
石
見
中
学
校
、
道
の
駅

瑞
穂
︶
に
つ
い
て
は
、
起
債

の
償
還
年
数
を
30
年
と
し
、

５
億
円
を
超
え
る
部
分
の
町

負
担
分
の
減
債
基
金
へ
の
積

立
を
行
わ
な
い
方
針
が
示
さ

れ
ま
し
た
。

水道事業 収　入 支　出 差　引

収益的収入・支出 4億5141 4億4342 798

資本的収入・支出 1憶6909 3億3399 △1億6489

令和２年度水道事業会計決算収支 （単位：万円）
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基　　金　　名 元年度末
現在高

決算年度中増減額 ２年度末
現在高積立額 取崩額

一　

般　

会　

計

財 政 調 整 基 金 2億7374 1億2211 0 3億9585

減 債 基 金 19億7920 1億1941 2億7317 18億2545

ま ち づ く り
推 進 基 金 1億3485 3 0 1億3487

地 域 振 興 基 金 15億6488 0 0 15億6488

その他特定目的基金 9億  134 2億4864 2億2118 9億2881

合　　　　計 48億5401 4億9019 4億9435 48億4986

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保
険 事 業 基 金 7670 2425 0 1億　 96

生 活 排 水 処
理 事 業 基 金 3045 1 0 3045

下 水 道 事 業 基 金 3662 1 0 3663

電気通信事業基金 8542 545 647 8440

合　　　　計 2億2919 2972 647 2億5244

総　　合　　計 50億8320 5億1991 5億　  81 51億  230

会　　計　　名 元年度末現
在高

決算年度中増減額 　２年度末
　現在高発行額 償還額

一 般 会 計 126億9664 18億8828 15億5233 130億3259

特
別
会
計

直 営 診 療 所 １億9940 0 0 １億9940

下 水 道 事 業 53億5426 1億4910 ４億8669 50億1667

電 気 通 信 事 業 2億6717 1億  810 1億5334 2億2193

合　　　　　計 185億1747 21億4548 21億9236 184億7059

邑南町の貯金は？　積立基金のようす

邑南町の借金は？　地方債のようす （単位：万円）

項　目項　目 24年度24年度 25年度25年度 26年度26年度 27年度27年度 28年度28年度 29年度29年度 30年度30年度 元年度元年度 2年度2年度

地方交付税地方交付税 69億374269億3742 69億980169億9801 68億161268億1612 66億978966億9789 65億666465億6664 62億374662億3746 59億793259億7932 58億785658億7856 59億226659億2266

国庫支出金国庫支出金 6億95296億9529 10億647410億6474 20億490720億4907 13億982013億9820   9  9億億　　747747 7億78097億7809 8億57168億5716 8億34508億3450 24億545824億5458

県支出金県支出金 7億61767億6176 9億9億　　973973 13億915913億9159 11億431411億4314    9億4022   9億4022  8億8716 8億8716 9億16499億1649 10億249410億2494 10億352210億3522

国や県からの歳入財源の推移（一般会計） （単位：万円）

（単位：万円）

そ
の
対
策
経
費
で
決
算
規
模

が
大
き
く
伸
び
た
の
も
特
徴

的
で
す
。

　

決
算
状
況
に
お
い
て
、
普

通
会
計
、
特
別
会
計
は
い
ず

れ
も
黒
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
経
常
収
支
比

率
や
実
質
公
債
費
比
率
な
ど

の
決
算
指
標
は
、
改
善
、
悪

化
と
そ
れ
ぞ
れ
で
数
値
が
分

か
れ
て
い
ま
す
。

　

依
存
財
源
が
８
割
を
占
め

る
本
町
は
、
地
方
債
や
地
方

交
付
税
に
起
因
す
る
こ
れ
ら

の
指
標
を
気
に
し
つ
つ
と
な

り
ま
す
が
、
町
民
の
ニ
ー
ズ

が
益
々
高
ま
る
こ
と
に
応
え

る
た
め
に
は
特
に
地
方
債
に

頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
厳
し
い

財
政
運
営
に
な
り
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
世
代
間
負

担
の
公
平
性
も
視
野
に
入
れ

な
が
ら
の
事
業
選
択
を
望
む

も
の
で
す
。

　

ま
た
、﹁
地
方
公
営
企
業

法
﹂
を
適
用
し
て
４
年
目
の

水
道
事
業
会
計
は
、
初
め
て

純
利
益
を
計
上
し
ま
し
た

が
、
中
山
間
地
域
の
中
に
あ

っ
て
、
地
理
的
条
件
、
気
象

条
件
は
厳
し
い
状
況
が
続
く

の
で
、
コ
ス
ト
の
削
減
は
も

ち
ろ
ん
、
計
画
的
な
施
設
整

備
や
改
修
に
心
が
け
持
続
可

能
な
運
営
に
向
け
て
努
力
し

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

森脇義博　代表監査委員

世代間負担の公平性を視野に入れた
　　　　　　財政運営 ・ 事業選択を

森脇代表監査委員の決算審査報告

　

令
和
２
年
度
は
﹁
お
お
な

ん
の
強
み
を
活
か
す
ま
ち
づ

く
り
﹂
を
予
算
編
成
の
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
活
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
て
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
年

度
初
め
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
、

い
つ
ま
で
も
収
束
が
見
え
な

い
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
の

も
と
で
他
の
事
業
に
も
影
響

が
あ
っ
た
年
で
し
た
。ま
た
、
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請
願

総
務
教
民
常
任
委
員
会

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
署
名
・
批

准
を
求
め
る
意
見
書
」
提
出
を

求
め
る
請
願

不
採
択

　

こ
の
請
願
は
、
新
日
本
婦

人
の
会
邑
智
支
部
長
、
石
橋

由
岐
子
氏
よ
り
提
出
さ
れ
、

日
本
政
府
に
対
し
核
兵
器
禁

止
条
約
を
直
ち
に
調
印
、
批

准
し
、責
務
を
果
た
す
よ
う
、

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣

宛
に
意
見
書
を
提
出
す
る
よ

う
求
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

総
務
教
民
常
任
委
員
会
へ

付
託
さ
れ
、
会
期
中
の
委
員

会
で
審
査
し
た
結
果
﹁
核
兵

器
の
無
い
世
界
へ
﹂
と
い
う

趣
旨
に
は
全
員
が
賛
同
し
た

も
の
の
、
こ
の
条
約
に
批
准

し
た
国
の
中
に
は
、
核
保
有

国
や
核
抑
止
力
に
依
存
す
る

国
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
条

約
の
実
効
性
に
は
疑
問
が
あ

る
こ
と
。
日
本
は
核
保
有
国

を
含
む
﹁
核
不
拡
散
条
約
﹂

を
批
准
し
、
核
の
拡
散
防
止

の
活
動
を
続
け
て
い
る
こ
と

な
ど
か
ら
、
現
在
の
世
界
情

勢
や
日
本
の
置
か
れ
た
状
況

を
考
え
た
時
、
こ
の
条
約
に

直
ち
に
調
印
、
批
准
す
る
と

い
う
環
境
に
は
無
い
と
い
う

意
見
が
多
数
を
占
め
ま
し

た
。

平野委員長

請
願
の
討
論

賛
成

中
村
　
議
員

　

戦
後
76
年
、
原
爆
体
験
者

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
。﹁
核

兵
器
禁
止
条
約
﹂
は
、開
発
、

保
有
、
使
用
、
威
嚇
、
取
得

を
禁
止
し
た
画
期
的
な
条
約

で
あ
る
。

　

邑
南
町
は
﹁
非
核
平
和
の

町
﹂
宣
言
を
制
定
し
、
平
和

行
進
な
ど
を
通
じ
た
平
和
教

育
を
行
な
っ
て
お
り
、
私
達

は
今
後
も
被
爆
者
の
思
い
を

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。﹁
核
兵

器
禁
止
条
約
﹂
へ
の
批
准
を

国
に
求
め
る
こ
と
は
、
条
約

の
内
容
を
改
め
て
確
認
し
、

発
効
に
尽
力
さ
れ
た
皆
さ
ま

方
、
特
に
被
爆
者
の
皆
さ
ま

の
思
い
を
再
確
認
し
、
非
核

平
和
へ
の
思
い
を
皆
で
考
え

直
す
契
機
に
な
る
と
考
え

る
。
こ
の
観
点
か
ら
も
国
に

批
准
を
求
め
る
請
願
は
、
採

択
す
べ
き
と
考
え
る
。

賛
成

日
高

　
議
員

月
７
日
、
歴
史
的
な
核
兵
器

禁
止
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

２
０
２
１
年
１
月
22
日
に
は

条
約
が
発
効
し
、
核
兵
器
は

国
際
法
上
、
初
め
て
違
法
と

さ
れ
た
。
核
兵
器
廃
絶
を
め

ざ
す
運
動
は
、
核
兵
器
に
よ

る
非
人
道
的
な
被
害
で
苦
し

い
思
い
を
二
度
と
世
界
の

人
々
に
味
合
わ
せ
た
く
な
い

と
い
う
、
被
爆
者
た
ち
の
願

い
で
あ
る
。

　

核
抑
止
は
、
い
ざ
と
い
う

時
に
は
核
兵
器
の
使
用
を
た

め
ら
わ
な
い
と
い
う
前
提

で
、
ひ
と
た
び
核
兵
器
が
使

用
さ
れ
れ
ば
、
生
物
の
生
存

自
体
が
危
険
に
晒
さ
れ
る
事

態
に
な
る
。
真
剣
に
人
類
の

安
全
の
保
障
を
考
え
る
な
ら

ば
、
核
兵
器
を
禁
止
し
、
廃

絶
す
る
し
か
な
い
。

　

国
内
で
は
、
署
名
、
批
准

を
政
府
に
求
め
る
声
は
拡
が

っ
て
い
る
。
運
動
は
拡
が
っ

て
い
る
の
だ
。

　

邑
南
町
に
は
80
名
の
被
爆

者
が
お
ら
れ
る
。﹁
非
核
平

和
の
町
﹂
を
宣
言
し
て
い
る

邑
南
町
に
お
い
て
、
こ
の
請

願
を
採
択
す
べ
き
と
考
え

る
。

　

原
爆
が
投
下
さ
れ
て
か
ら

72
年
を
経
た
２
０
１
７
年
７

　

よ
っ
て
委
員
会
と
し
て

は
、
請
願
は
不
採
択
と
し
ま

し
た
が
、
少
数
意
見
の
留
保

が
求
め
ら
れ
、
賛
成
者
が
あ

っ
た
た
め
、
本
会
議
で
少
数

意
見
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

2021.10.15　町議会だより おおなん  — 4 —



意
見
書
の
提
出

三
階
席

総
務
教
民
常
任
委
員
会

発
委

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政

状
況
に
対
処
し
地
方
税
財
源
の

充
実
を
求
め
る
意
見
書

　

こ
の
意
見
書
は
、
島
根
県

町
村
議
会
議
長
会
か
ら
の
要

望
に
よ
り
、
総
務
教
民
常
任

委
員
会
で
議
論
し
た
結
果
、

提
出
す
べ
き
と
な
っ
た
も
の

で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
に
よ
り
、
国
民
生

活
へ
の
不
安
が
続
い
て
い
る

中
で
、
地
方
財
政
は
厳
し
い

状
況
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
で
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
は
元
よ
り
、
地
方
創
生
、

雇
用
対
策
、
防
災
減
災
対

策
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
脱
炭
素

社
会
の
実
現
と
共
に
、
財
政

需
要
の
増
大
が
見
込
ま
れ
る

社
会
保
障
等
へ
の
対
応
に
迫

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
た
め
に

は
地
方
税
財
源
の
充
実
が
不

可
欠
で
す
。
そ
こ
で
、
令
和

４
年
度
地
方
財
政
対
策
及
び

地
方
税
制
改
正
に
向
け
、
以

下
の
事
項
を
要
望
す
る
も
の

で
す
。

１　

急
速
な
高
齢
化
に
伴
い

社
会
保
障
関
係
経
費
が
増
大

し
て
い
る
現
状
を
踏
ま
え
、

地
方
財
政
の
充
分
な
総
額
を

確
保
す
る
こ
と
。

２　

固
定
資
産
税
の
根
幹
を

平野委員長

議
案
の
討
論

反
対

日
高

　
議
員

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交

付
金
６
０
２
３
万
円
の
使
途

に
つ
い
て
、
小
中
学
校
の
管

理
費
﹁
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
﹂
対
策
費
は
、
小
中
学
校

の
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
も

の
で
、
合
計
約
５
０
４
０
万

円
計
上
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
イ
レ
の
洋
式
化
は
、
感

染
対
策
の
一
環
と
し
て
必
要

な
こ
と
だ
。
し
か
し
、
コ
ロ

ナ
対
応
の
た
め
の
交
付
金
で

あ
る
以
上
、
生
活
困
窮
者
へ

の
追
加
支
援
、
自
営
業
者
や

農
家
へ
の
支
援
な
ど
へ
の
検

討
も
さ
れ
た
結
果
な
の
か
疑

問
に
思
う
。
よ
っ
て
、
こ
の

議
案
に
反
対
す
る
。

揺
る
が
す
見
直
し
は
断
じ
て

行
わ
な
い
事
。

３　

令
和
３
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
土
地
に

係
る
固
定
資
産
税
の
課
税
標

準
額
を
、
令
和
２
年
度
と
同

額
と
す
る
負
担
調
整
措
置
に

つ
い
て
は
、
令
和
３
年
度
限

り
と
す
る
こ
と
。

４　

令
和
３
年
度
税
制
改
正

に
よ
り
講
じ
ら
れ
た
自
動
車

税
、
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
臨
時
的
軽
減
の
延
長

に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
延
長

は
断
じ
て
行
わ
な
い
こ
と
。

５　

炭
素
に
係
る
税
を
創
設

又
は
拡
充
す
る
場
合
に
は
、

そ
の
一
部
を
地
方
税
又
は
地

方
譲
与
税
と
し
て
地
方
に
税

源
配
分
す
る
こ
と
。

　

令
和
３
年
度
邑
南
町
議
会

９
月
定
例
会
が
閉
会
し
た
。

　

今
議
会
に
提
出
さ
れ
た
請

願
が
総
務
教
民
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
審
議
し
た
。
委

員
会
の
結
論
は
反
対
多
数
で

不
採
択
。
だ
が
賛
成
意
見
も

あ
り
賛
同
者
も
あ
っ
た
。
邑

南
町
議
会
会
議
規
則
に
は
一

人
以
上
の
賛
同
者
が
あ
れ
ば

﹁
少
数
意
見
の
留
保
﹂
を
申

し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と

あ
る
。

　

前
例
が
あ
る
よ
う
だ
が
自

分
に
と
っ
て
は
初
め
て
の
出

来
事
。
過
去
の
事
例
を
参
照

し
た
り
県
の
市
町
村
議
会
議

長
会
に
確
認
し
た
り
と
事
務

局
長
は
四
苦
八
苦
。
議
会
最

終
日
に
委
員
会
報
告
と
少
数

意
見
の
報
告
が
あ
り
最
終
的

に
は
不
採
択
と
な
っ
た
。

　

少
数
意
見
も
尊
重
す
る
と

い
う
民
主
的
議
会
制
度
の
奥

深
さ
を
感
じ
る
出
来
事
だ
っ

た
。　
　
　
　
︵
一
成
︶

令
和
３
年
度
邑
南
町
一
般
会
計
補
正
予
算
第
７
号
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当初予算の額 6月補正後の額 7月補正額 9月補正額 9月補正後の額

一 般 会 計 123億2000万円 １24億1979万円 7365万円 6億8459万円 131億7802万円

国 民 健 康 保 険 13億7100万円 13億7829万円 － 1186万円 13億9014万円

直 営 診 療 所 1億　100万円 1億　100万円 － △35万円 1億  65万円

後期高齢者医療 3億9500万円 3億9500万円 － △1057万円 3億8443万円

下 水 道 9億2800万円 ９億2857万円 － 198万円 9億3055万円

電 気 通 信 4億　700万円 4億　700万円 － － 4億 700万円

特 別 会 計 合 計 32億　200万円 ３2億　986万円 － 292万円 32億1277万円

総　合　計 155億2200万円 １56億2965万円 7365万円 6億8751万円 163億9079万円

令和３年度7月・9月補正

※千円以下で四捨五入しているため実際の数字と差異が発生しています。

9月定例会

 議案の

  ゆくえ

石
見
中
学
校
実
施
設
計

費
増
額
の
た
め
の
予
算

を
可
決

　

臨
時
会
を
７
月
16
日
に
開

催
し
、
お
お
な
ん
バ
ス
車
両

の
更
新
と
、
令
和
３
年
度
一

般
会
計
補
正
予
算︵
第
５
号
︶

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

今
回
の
補
正
は
、
特
定

地
域
づ
く
り
事
業
協
同
組

合
の
設
立
に
要
す
る
費
用

２
０
０
万
円
、
地
域
再
エ
ネ

導
入
戦
略
策
定
事
業
の
委
託

費
９
９
９
万
９
０
０
０
円
、

石
見
中
学
校
改
築
実
施
設
計

費
６
１
６
４
万
７
０
０
０
円

を
そ
れ
ぞ
れ
追
加
す
る
も
の

で
す
。

　

特
定
地
域
づ
く
り
事
業

は
、
人
口
急
減
地
域
で
地
域

産
業
の
担
い
手
を
確
保
す
る

た
め
に
、
複
数
の
事
業
者
に

労
働
者
を
派
遣
す
る
事
業
で

す
。

当初予算の額 6月補正後の額 9月補正額 9月補正後の額

収 益 的 収 支
 　収　　入　　　　 ４億４５９９万円 4億4633万円 935万円 4億5568万円

支　出　　 ４億２５２８万円 4億2572万円 985万円 4億3557万円

資 本 的 収 支
収　　入　　　　 ２億８１４３万円 2億8143万円 60万円 2億8202万円

　支　出　　 ４億５６９１万円 4億5682万円 60万円 4億5742万円

令和３年度水道会計9月補正

令
和
２
年
度
各
会
計

決
算
の
認
定
な
ど
26
議

案
を
可
決

　

９
月
定
例
会
を
９
月
６
日

か
ら
17
日
ま
で
開
催
し
、
人

事
案
件
２
件
、
令
和
２
年
度

各
会
計
決
算
認
定
７
件
、
条

例
改
正
案
３
件
、
条
例
廃
止

案
１
件
、そ
の
他
案
件
２
件
、

専
決
を
含
む
３
年
度
補
正
予

算
案
10
件
な
ど
25
議
案
が
執

行
部
か
ら
上
程
さ
れ
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
請
願
１
件
が
不
採

択
と
な
っ
た
他
、
意
見
書
の

提
出
が
総
務
教
民
常
任
委
員

長
よ
り
発
委
さ
れ
、
可
決
し

ま
し
た
。

　

２
年
度
決
算
は
、
連
合
常

任
委
員
会
に
お
い
て
執
行
部

か
ら
提
出
さ
れ
た
各
事
業
の

実
施
状
況
と
評
価
等
に
基
づ

き
慎
重
に
審
議
し
、
概
ね
事

業
目
的
が
果
た
さ
れ
た
も
の

と
評
価
し
ま
し
た
。

　

３
つ
の
大
型
事
業
︵
邑
智

病
院
、
石
見
中
学
校
、
道
の

駅
瑞
穂
︶
に
つ
い
て
は
、
起

債
の
償
還
年
数
を
30
年
と

し
、
５
億
円
を
超
え
る
部
分

の
町
負
担
額
の
減
債
基
金
へ

の
積
立
を
行
わ
な
い
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
。
将
来
負
担

の
あ
り
方
に
つ
い
て
議
会
で

も
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

９
月
補
正
は
、
決
算
認
定

に
伴
う
繰
越
金
の
確
定
、
台

風
９
号
及
び
８
月
豪
雨
災
害

対
策
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策
等
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
は
、
保
育
所

の
感
染
拡
大
防
止
対
策
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
農
業
者
の
経
営

安
定
の
た
め
の
﹁
農
業
経
営

収
入
保
険
﹂
加
入
補
助
金
、

学
校
便
所
の
洋
式
化
、
成
人

式
参
加
者
へ
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

費
助
成
、
コ
ロ
ナ
禍
で
収
入

減
少
し
た
国
保
被
保
険
者
に

対
す
る
減
免
な
ど
で
す
。

 7月臨時会

 議案の

  ゆくえ

　

地
域
再
エ
ネ
導
入
戦
略
策

定
事
業
は
、
脱
炭
素
社
会
の

実
現
に
向
け
、
邑
南
町
の
地

域
特
性
や
潜
在
的
資
源
を
調

査
分
析
し
、
具
体
的
な
目
標

や
戦
略
を
策
定
す
る
も
の
で

す
。
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９ 月 定 例 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 奈

須
鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

辰
田

結
果

人
事

人権擁護委員の推薦　（日高誠氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○  

意
見
無人権擁護委員の推薦　（能美由美子氏） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専
決 令和３年度町一般会計補正予算第6号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

令
和
２
年
度
決
算
認
定

町一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

認　

定

町国民健康保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険直営診療所事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町電気通信事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町水道事業会計 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

そ
の
他

町水道事業会計の資本金の額の減少による欠損金の処理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○

可　

決

邑智郡総合事務組合規約の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

条　

例

町個人情報保護条例及び町個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の一部改正 ○ ○ 〇 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 ○ ○ ○

町手数料徴収条例の一部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 ○ 〇 〇

町営住宅管理条例の一部改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町江の川下流域活性化事業推進基金条例の廃止 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令
和
３
年
度
補
正
予
算

町一般会計補正予算第7号 ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町国民健康保険事業特別会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ ○ 〇 〇 〇 〇

町国民健康保険直営診療所事業特別会計補正予算第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町後期高齢者医療事業特別会計補正予算第１号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町下水道事業特別会計補正予算第２号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇

町電気通信事業特別会計補正予算第１号 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇 〇 〇 〇

町水道事業会計補正予算第２号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町一般会計補正予算第８号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○

町水道事業会計補正予算第３号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願

「核兵器禁止条約に署名・批准を求める意見書」提出を求める
請願 ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ○ ●

不
採
択

発
意

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地方財政の急激な悪
化に対し地方税財源の確保を求める意見書の提出 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

７ 月 臨 時 会 採 決 の 結 果

区
分 議案の内容 奈

須
鍵
本

野
田

日
高

瀧
田

平
野

和
田

宮
田

漆
谷

大
屋

中
村

辰
田

結
果

そ
の
他

財産の取得　（町営バス購入） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
可
決

補
正 令和３年度町一般会計補正予算第5号 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○

○=賛成、 ●=反対、 ー =除斥、 欠=欠席
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一般質問

町長町長

一般質問一般質問
奈須正宜 議員

問

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

　
　
　

拡
充
を

町長課長

奈須正宜 議員

奈
須
正
宜
議
員

①
６
月
の
一
般
質
問
に
お
い

て
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
飲

食
店
以
外
へ
の
支
援
を
考
え

る
よ
う
質
問
し
た
。﹁
町
と

し
て
は
、
売
り
上
げ
は
微
減

で
あ
り
支
援
は
考
え
て
い
な

い
。
今
後
も
、
各
事
業
所
の

状
況
や
経
済
状
況
を
注
視
し

て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
﹂

と
の
答
弁
で
あ
っ
た
。
全
国

的
な
飲
食
店
の
自
粛
に
よ

り
、
特
に
飲
食
店
に
た
ず
さ

わ
っ
て
い
る
事
業
所
を
は
じ

め
、
他
の
事
業
所
の
方
々
か

ら
も
売
り
上
げ
減
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
２
年
近
く
続
く
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
、
来
店
客
の

減
少
が
い
つ
ま
で
続
く
の
か

と
、
不
安
の
声
を
聞
い
て
い

る
。

　

各
事
業
所
を
注
視
し
た
結

果
、
も
し
く
は
経
過
に
つ
い

て
問
う
。

②
商
工
会
に
加
盟
し
て
い
な

い
事
業
所
も
邑
南
町
と
し
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
影

響
を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

③
10
月
か
ら
第
２
弾
の

G
oT

oEat

の
始
ま
る
話
も

で
て
い
る
が
、
７
月
末
で
第

一
弾
のG

oT
oEat

の
販
売

が
終
了
し
、
４
人
以
下
で
の

飲
食
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

飲
食
店
の
影
響
は
把
握
で
き

て
い
る
か
。
ま
た
、
今
後
対

策
は
考
え
て
い
る
か
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
状
況
は
拡
大
の
傾
向
が

続
い
て
お
り
、
こ
う
し
た
状

況
を
受
け
、
今
年
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
蔓

延
に
よ
る
、
町
内
の
経
済
状

況
へ
の
影
響
を
調
査
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
現
在
調

査
範
囲
や
方
法
を
検
討
し
て

い
る
。

②
今
年
度
に
つ
い
て
は
、
現

在
の
と
こ
ろ
調
査
は
し
て
い

な
い
が
、
調
査
は
必
要
と
考

え
て
い
る
。
商
工
会
に
未
加

入
の
38
％
の
事
業
者
に
つ
い

て
も
調
査
方
法
を
検
討
し
全

体
の
把
握
に
努
め
る
。

③
４
人
以
下
で
の
飲
食
を
町

か
ら
お
願
い
し
た
の
は
８
月

３１
日
で
、
こ
の
件
に
関
し
て

大
き
な
影
響
が
あ
る
か
に
つ

い
て
は
ま
だ
把
握
で
き
て
い

な
い
。

　

G
oT

oEat

の
販
売
終
了

や
４
人
以
下
で
の
飲
食
に
つ

い
て
の
対
策
は
考
え
て
い
な

い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
含

め
た
町
内
の
経
済
状
況
の
調

査
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

る
。

奈
須
議
員

　

濃
厚
接
触
者
に
該
当
し
な

い
接
触
者
は
、
現
在
保
健
所

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
対
象
外
に

な
っ
て
い
る
。
接
触
者
に
該

当
さ
れ
た
町
民
の
方
か
ら
の

不
安
の
声
や
、
保
育
園
や
小

学
校
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
を
心

配
す
る
子
育
て
世
代
の
方
か

ら
の
不
安
の
声
を
聞
い
て
い

る
。

　

ま
た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
費

用
は
、
ネ
ッ
ト
で
買
え
る
簡

易
キ
ッ
ト
で
１
万
円
前
後
、

医
療
機
関
に
か
か
る
と
３
万

円
前
後
く
ら
い
す
る
。
金
銭

的
に
も
負
担
が
大
き
い
。
接

触
者
に
該
当
す
る
方
で
、
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

に
、
無
症
状
感
染
者
の
感
染

拡
大
を
防
ぐ
為
に
も
無
料
で

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
は
で
き
な
い

か
。

土
﨑
保
健
課
長

　

患
者
と
接
触
し
た
方
は
、

感
染
し
て
い
な
い
か
心
配
な

こ
と
は
よ
く
わ
か
る
が
、
必

要
な
方
に
対
し
て
効
率
的
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
す
る
と

い
う
体
制
が
で
き
て
お
り
、

そ
れ
以
外
の
希
望
者
に
対
し

て
町
と
し
て
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

実
施
す
る
こ
と
は
今
の
と
こ

ろ
考
え
て
い
な
い
。

　

奈
須
議
員
は
、
そ
の
他
に

﹁
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に

つ
い
て
﹂
の
質
問
や
、﹁
紙

お
む
つ
の
ご
み
袋
無
料
化
に

つ
い
て
﹂
子
育
て
世
代
と
家

族
介
護
を
必
要
と
し
て
い
る

世
帯
の
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
る
た
め
の
新
し
い
対

策
を
、
提
案
を
し
ま
し
た
。

そ
の
他
の
質
問

コロナ禍における商店、 企業支援を

町内の経済状況への影響を調査する

答

今
の
と
こ
ろ

　

考
え
て
い
な
い
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一般質問

野田佳文 議員

一般質問とは・・・議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明一般質問とは・・・議員が町の行財政全般について、執行機関に疑問点をただし、所信の表明
を求めるもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。を求めるもの。通告制であり、本町では一問一答方式、制限時間60分としている。

課長

答

建
て
替
え
の
方
向

で
十
分
な
議
論
を

町長

野田佳文 議員

野
田
佳
文
議
員

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
の

中
に
あ
る
﹁
豊
か
な
自
然
に

着
目
し
、
登
山
道
な
ど
の
整

備
な
ど
、
登
山
者
目
線
で
受

け
入
れ
体
制
を
確
立
し
、
登

山
者
誘
致
を
図
る
﹂と
あ
る
。

計
画
に
つ
い
て
問
う
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

   

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
３
月
に
作
成

し
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
観

光
資
源
の
磨
き
上
げ
や
新
た

な
観
光
資
源
の
発
掘
と
発
信

を
行
う
と
と
も
に
、
地
域
と

の
か
か
わ
り
を
学
び
深
め
る

体
験
型
の
新
し
い
観
光
振
興

と
し
て
、
関
係
人
口
に
着
目

し
た
取
り
組
み
を
基
本
的
な

方
向
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　

登
山
道
の
多
く
は
、
地
元

住
民
の
皆
さ
ん
が
管
理
や
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

　

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

る
に
あ
た
り
、
地
域
を
ヒ
ア

リ
ン
グ
す
る
中
で
、
日
貫
の

金
比
羅
山
に
つ
い
て
は
、
日

貫
の
町
が
一
望
で
き
、
登
山

客
に
人
気
が
あ
る
が
登
山
道

な
ど
の
管
理
が
課
題
に
な
っ

て
い
る
と
の
意
見
が
あ
る
。

原
山
や
二
ツ
山
な
ど
の
登
山

道
に
つ
い
て
も
地
域
の
皆
さ

ん
が
、
整
備
を
さ
れ
て
い
る

が
、
同
様
に
管
理
が
今
後
の

課
題
だ
と
考
え
る
。

　

登
山
者
目
線
、
登
山
者
誘

致
に
つ
い
て
は
、
邑
南
町
外

に
お
住
ま
い
の
方
、
登
山
に

興
味
の
あ
る
方
や
地
域
を
支

援
し
た
い
方
な
ど
の
関
係
人

口
と
共
に
管
理
や
整
備
を
行

う
仕
組
み
を
整
え
、
登
山
に

興
味
を
お
持
ち
の
方
と
共
に

整
備
を
行
う
こ
と
で
、
利
用

者
で
あ
る
登
山
者
の
目
線
で

の
整
備
が
可
能
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

　

加
え
て
、
関
係
人
口
の
皆

さ
ん
が
自
ら
整
備
し
た
登
山

道
に
愛
着
を
も
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
何
度
も
邑
南
町

を
訪
れ
て
い
た
だ
く
契
機
に

な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

野
田
議
員

　

関
係
人
口
に
繋
げ
る
た
め

に
も
発
信
が
大
切
で
あ
る
。

　

登
山
を
す
る
上
で
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
確
保
も
大
切
で
あ

る
。
東
明
寺
山
登
山
口
周
辺

の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
に

つ
い
て
問
う
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
相
談
し

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
な
形
が

可
能
な
の
か
を
今
後
検
討
し

た
い
。

石
橋
町
長

   

登
山
の
切
り
口
で
の
質
問

は
今
ま
で
な
か
っ
た
。
山
を

見
直
し
、
邑
南
町
の
魅
力
を

高
め
る
こ
と
も
重
要
な
こ
と

で
あ
り
、
上
手
に
発
信
す
る

こ
と
も
大
切
だ
、
力
を
か
り

た
い
。

  

野
田
議
員
は
そ
の
他
に
、

※
モ
ン
ベ
ル
と
の
連
携
に
つ

い
て
と
、
道
の
駅
瑞
穂
再
生

整
備
施
設
の
観
光
案
内
機
能

に
つ
い
て
、質
問
し
ま
し
た
。東明寺山（石見地域）山頂からの眺望

そ
の
他
の
質
問

魅力ある自然資源を活用した登山者誘致を

山を見直し、 町の魅力を高める

※モンベルとは
大阪に本社のある、アウトドアスポーツ用品の企画・製造・販売を行
う会社。アウトドア活動等の促進を通じて、邑南町の活性化及び町民
生活の質の向上に資する協定を締結している。
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一般質問

有機栽培に取り組む家族農業を推奨

も
積
極
的
に
設
け
て
い
る
。

本
年
度
よ
り
、
農
業
女
子
サ

ポ
ー
タ
ー
を
採
用
し
、
農
業

分
野
へ
の
女
性
の
参
画
を
推

進
し
、
女
性
に
働
き
や
す
い

農
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

く
。

日
高
議
員

　

県
内
各
地
で
、
育
ち
盛
り

の
子
ど
も
が
い
る
保
護
者

が
、
安
全
で
安
心
な
給
食
を

食
べ
さ
せ
た
い
と
﹁
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
給
食
﹂
を
求
め
て
い

る
。

　

邑
南
町
で
は
今
年
度
の
主

要
施
策
に
有
機
栽
培
農
家
の

育
成
と
あ
る
が
現
状
は
ど
う

か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

有
機
栽
培
の
実
践
農
家
に

は
、
環
境
保
全
型
農
業
直
接

支
払
交
付
金
を
支
給
し
て
い

る
。
令
和
２
年
４
月
１
日
に

は
、
新
た
に
邑
南
有
機
稲
作

の
会
が
組
織
さ
れ
て
い
る
。

　

農
業
振
興
施
策
と
し
て
、

環
境
に
や
さ
し
い
農
業
の
推

進
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
一

つ
に
有
機
農
業
普
及
の
取
組

み
も
あ
り
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。

日
高
議
員

　

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
に

よ
り
、
家
族
農
業
の
維
持
・

管
理
が
困
難
に
な
っ
て
い
る

が
、
町
と
し
て
の
支
援
策
に

つ
い
て
町
長
の
考
え
は
。

石
橋
町
長

　

A
級
グ
ル
メ
の
最
終
目
標

は
、
よ
り
安
全
・
安
心
な
食

料
を
町
民
に
提
供
し
て
い
く

こ
と
で
あ
る
。
有
機
栽
培
に

つ
い
て
は
学
び
の
場
を
設
定

し
、
参
加
す
る
農
家
が
増
え

る
よ
う
積
極
的
な
支
援
が
必

要
だ
。

　

邑
南
町
で
は
96
％
が
家
族

農
業
で
あ
り
、
小
さ
い
農
家

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
農
業

の
未
来
が
あ
り
推
奨
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
次
年
度
の

予
算
に
向
け
て
考
え
て
い

く
。

日
高
議
員

　

政
府
は
本
年
８
月
に
、
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
急
増
し
病
床

が
逼
迫
し
た
際
、﹁
原
則
自

宅
療
養
﹂
と
い
う
方
針
を
出

し
た
。
島
根
県
に
お
い
て
も

軽
症
か
無
症
状
の
患
者
に
限

り
、
宿
泊
施
設
か
自
宅
療
養

に
切
り
替
え
る
方
針
を
示
し

て
い
る
。
本
町
に
お
い
て
の

対
応
は
ど
う
か
。

土
﨑
保
健
課
長

　

県
は
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
妊
婦
及
び
家
庭
等
の
都

合
で
入
院
以
外
の
選
択
肢
が

な
い
場
合
は
、
医
療
が
逼
迫

し
て
も
入
院
と
す
る
。
そ
れ

以
外
の
方
は
、
入
院
治
療
が

原
則
だ
が
で
き
な
い
場
合
は

宿
泊
療
養
施
設
を
検
討
す
る

と
し
て
い
る
。

　

県
か
ら
も
、
自
宅
療
養
に

向
け
た
体
制
整
備
の
考
え
方

に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
、
町
の
医
療

部
会
を
開
催
し
訪
問
看
護
事

業
所
の
管
理
者
も
参
加
し

た
。
今
後
、
邑
南
町
と
し
て

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　

日
高
議
員
は
、
地
域
医
療

構
想
︵
案
︶
の
﹁
在
宅
医
療
﹂

に
つ
い
て
、
健
康
長
寿
の
ま

ち
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、

病
気
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
を
め

ざ
す
よ
う
提
案
し
ま
し
た
。

町長

日　本
共産党 日高八重美 議員

日
高
八
重
美
議
員

　

国
連
﹁
家
族
農
業
10
年
﹂

が
決
議
し
て
３
年
目
を
迎
え

て
い
る
。
邑
南
町
で
は
家
族

農
業
を
守
る
た
め
に
ど
の
よ

う
な
取
組
み
を
さ
れ
て
き
た

か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

農
地
や
農
業
を
維
持
し
て

い
く
た
め
、
集
落
営
農
の
組

織
化
、
法
人
化
を
進
め
、
作

業
や
機
械
化
の
共
同
化
を
図

っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
集

落
ご
と
に
状
況
は
異
な
る

が
、
担
い
手
の
育
成
・
確
保

を
進
め
て
い
く
た
め
、
経
営

規
模
・
形
態
に
か
か
わ
ら
ず

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
、

多
面
的
機
能
支
払
の
各
交
付

金
制
度
を
活
用
し
支
援
を
し

て
き
た
。

　

ま
た
、
課
題
解
決
に
向
け

た
個
別
の
検
討
・
協
議
の
場

問

感
染
者
の
自
宅
療
養

　
　

へ
の
対
応
は

家族農業への支援を！

そ
の
他
の
質
問

答

県
の
方
針
を
受
け

　
　

検
討
す
る
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一般質問

歳入 ・ 歳出とも大幅に増加課長

宮田　博 議員

宮
田
博
議
員

　

令
和
２
年
度
普
通
会
計
決

算
に
お
け
る
歳
入
で
は
、
依

存
財
源
が
増
加
し
、
自
主
財

源
は
減
少
し
た
が
、
財
源
の

構
成
割
合
を
ど
の
よ
う
に
評

価
し
て
い
る
か
。

白
須
財
務
課
長

　

前
年
度
よ
り
自
主
財
源
は

11
・
３
％
減
少
し
、
地
方
交

付
税
や
国
庫
支
出
金
等
の
依

存
財
源
が
23
・
３
％
増
加
し

た
が
、
依
存
財
源
の
主
な
増

加
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
費

で
あ
る
。

宮
田
議
員

　

歳
出
に
お
け
る
性
質
別
経

費
で
は
、
維
持
補
修
費
や
補

助
費
が
大
き
く
増
加
し
た
。

　

ま
た
、
義
務
的
経
費
で
は

人
件
費
が
大
き
く
増
加
し
た

が
、
投
資
的
経
費
、
補
助
費

と
の
構
成
割
合
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
。

白
須
財
務
課
長

　

義
務
的
経
費
は
約
１
億
３

千
万
円
増
加
し
、
補
助
費
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
に
伴
う
支
援
策
等

で
、
約
17
億
４
千
万
円
の
大

幅
増
加
と
な
っ
た
。

　

経
常
収
支
比
率
は
３
・
３

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
た
が
、
同

規
模
自
治
体
と
の
比
較
で
は

依
然
高
い
状
況
に
あ
る
。

宮
田
議
員

　

２
年
度
水
道
事
業
会
計
決

算
に
お
け
る
未
処
理
欠
損
金

を
、
資
本
金
減
額
に
よ
る
処

分
︵
案
︶
が
上
程
さ
れ
た
が
、

今
期
、
欠
損
金
を
処
分
す
る

主
な
事
由
は
何
か
。

三
上
水
道
課
長

　

２
年
度
決
算
で
は
、
公
営

企
業
に
移
行
後
初
め
て
当
期

利
益
を
計
上
し
、
黒
字
に
転

換
し
た
。

　

さ
ら
に
、
他
会
計
操
出
金

基
準
の
見
直
し
に
よ
る
補
助

金
の
増
額
と
、
経
営
努
力
に

よ
り
今
後
数
年
間
は
利
益
計

上
が
見
込
ま
れ
る
。

宮
田
議
員

　

石
見
中
学
校
改
築
、
公
立

邑
智
病
院
建
設
、
道
の
駅
瑞

穂
再
整
備
等
の
大
型
建
設
事

業
が
計
画
さ
れ
、
こ
の
事
業

に
伴
う
起
債
の
償
還
を
全
て

30
年
と
す
る
、
将
来
世
代
負

担
の
計
画
が
示
さ
れ
た
が
、

財
政
負
担
を
軽
減
す
る
等
事

業
縮
小
へ
の
検
討
は
。

白
須
財
務
課
長

　

事
業
計
画
の
各
段
階
で
、

不
断
の
検
討
や
検
証
を
行
う

こ
と
や
、
一
般
財
源
の
負
担

を
極
力
抑
え
る
な
ど
、
可
能

な
限
り
財
政
負
担
を
縮
小
す

る
見
直
し
を
行
う
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

積
算
を
含
め
た
計
画
段
階

で
、随
時
必
要
性
を
検
討
し
、

過
大
な
施
設
整
備
に
な
ら
な

い
よ
う
見
直
し
を
行
う
。

宮
田
議
員

　

大
型
事
業
の
建
設
費
を
将

来
世
代
に
も
負
担
い
た
だ
く

こ
と
に
つ
い
て
は
、
世
代
間

の
公
平
性
を
考
慮
し
て
い
る

か
。

　

ま
た
、
関
係
事
業
の
見
直

し
と
、
行
財
政
改
革
は
ど
の

よ
う
に
進
め
る
の
か
。

石
橋
町
長

　

道
の
駅
瑞
穂
の
再
整
備

は
、経
済
効
果
も
期
待
で
き
、

子
ど
も
達
に
も
良
い
影
響
を

与
え
る
事
業
で
あ
り
、
県
も

必
要
性
を
認
め
て
お
り
、
県

と
一
体
型
で
進
め
て
い
る
。

　

可
能
な
限
り
特
定
財
源
を

確
保
し
、
一
般
財
源
の
負
担

は
極
力
押
さ
え
、
財
政
の
平

準
化
を
図
る
こ
と
で
、
町
民

か
ら
の
事
業
等
の
要
望
に
応

え
る
。

　

更
に
、
行
財
政
改
革
は
町

民
の
目
線
で
行
う
。

　

宮
田
議
員
は
、
た
め
池
の

管
理
状
況
と
、
国
費
を
活
用

し
た
整
備
の
促
進
の
計
画
に

つ
い
て
質
問
し
、
上
田
建
設

課
長
が
、
町
内
３
１
２
箇
所

の
た
め
池
の
管
理
状
況
を
報

告
し
、
使
用
さ
れ
て
い
な
い

た
め
池
は
、
国
費
に
よ
る
改

修
事
業
を
進
め
る
と
答
弁
し

ま
し
た
。

問

大
型
建
設
事
業
費
の

　
　

財
政
負
担
は

２年度の普通会計決算は

そ
の
他
の
質
問

答

可
能
な
限
り
特
定

財
源
を
確
保
す
る
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一般質問

計画作成に向け、 協議を開始した

別
避
難
計
画
の
重
要
性
を
認

識
し
て
い
る
も
の
の
、
個
人

情
報
保
護
や
計
画
の
実
効
性

確
保
等
の
課
題
が
あ
り
、
作

成
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で

あ
る
。

漆
谷
議
員

　

誰
ひ
と
り
災
害
犠
牲
者
を

出
さ
な
い
た
め
、
災
害
弱
者

を
守
り
、
支
援
す
る
個
別
避

難
計
画
を
早
急
に
作
成
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

三
上
総
務
課
長

　

今
年
の
５
月
改
正
の
災
害

対
策
基
本
法
で
個
別
避
難
計

画
の
作
成
が
努
力
義
務
化
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
総
務
課

と
福
祉
課
で
計
画
の
作
成
に

向
け
た
協
議
を
開
始
し
た
。

　

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
、

関
係
機
関
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
今
年
度
中
に
全
体
的
な

方
向
性
を
示
せ
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

漆
谷
議
員

　

災
害
時
に
要
配
慮
者
を
受

け
入
れ
る
﹁
福
祉
避
難
所
﹂

の
環
境
整
備
や
邑
南
町
社
会

福
祉
協
議
会
と
の
連
携
は
で

き
て
い
る
か
。

小
笠
原
福
祉
課
長

　

福
祉
避
難
所
は
邑
南
町
社

会
福
祉
協
議
会
の
３
か
所
の

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
指
定

し
て
い
る
が
実
際
に
は
具
体

的
な
対
象
者
や
運
営
方
法
等

が
明
確
に
な
っ
て
い
な
い
た

め
、
設
備
等
を
含
め
運
用
に

は
課
題
が
あ
る
。

　

今
後
は
社
会
福
祉
協
議
会

を
は
じ
め
連
携
す
べ
き
福
祉

専
門
職
や
事
業
所
と
協
議
し

な
が
ら
整
備
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
各
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
で
は
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
等

も
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
、

あ
る
程
度
の
受
け
入
れ
環
境

は
で
き
て
い
る
と
考
え
る
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
も
連

携
し
、
運
営
し
て
い
く
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

漆
谷
議
員

　

災
害
時
に
他
の
自
治
体
か

ら
応
援
職
員
を
受
け
入
れ
る

﹁
受
援
計
画
﹂
は
作
成
さ
れ

て
い
る
か
。

三
上
総
務
課
長

　

災
害
時
の
応
援
受
け
入
れ

が
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ
る
よ

う
﹁
邑
南
町
受
援
計
画
﹂
は

令
和
２
年
10
月
に
作
成
し
て

い
る
。

漆
谷
議
員

　

災
害
備
蓄
品
の
配
備
と
チ

ェ
ッ
ク
状
況
は
ど
う
か
。

三
上
総
務
課
長

　

瑞
穂
地
域
鱒
渕
の
防
災
備

蓄
倉
庫
と
各
地
区
公
民
館
に

保
存
し
て
い
る
。
使
用
期
限

に
注
意
し
な
が
ら
備
蓄
し
て

い
る
。
備
蓄
品
の
種
類
や
過

不
足
に
つ
い
て
は
避
難
所
の

状
況
や
最
新
の
製
品
情
報
を

見
な
が
ら
随
時
調
整
し
、
補

充
し
て
い
る
。

漆
谷
議
員

　

避
難
所
の
ト
イ
レ
環
境
は

避
難
者
の
健
康
状
態
を
左
右

す
る
。
避
難
所
の
断
水
に
備

え
、
下
水
道
管
に
直
結
す
る

マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
整
備

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

三
上
総
務
課
長

　

本
町
に
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ

レ
を
導
入
す
る
こ
と
が
ど
こ

ま
で
有
効
か
、
類
似
し
た
下

水
道
施
設
を
持
つ
市
町
村
な

ど
を
参
考
に
検
討
し
た
い
。

　

衛
生
的
な
仮
設
ト
イ
レ
の

確
保
に
つ
い
て
引
き
続
き
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

漆
谷
議
員
は
、
倒
木
等
に

よ
る
通
行
止
め
で
集
落
が
孤

立
し
な
い
道
路
維
持
管
理

と
、
人
口
減
少
・
高
齢
化
が

進
む
集
落
に
配
慮
し
た
災
害

時
の
対
策
を
地
域
や
町
全
体

で
考
え
る
こ
と
を
提
案
し
ま

し
た
。

漆
谷
光
夫
議
員

　

近
年
、
自
然
災
害
が
頻
発

化
・
激
甚
化
し
、
全
国
各
地

で
多
く
の
犠
牲
者
や
甚
大
な

被
害
が
発
生
し
て
い
る
。
犠

牲
者
の
多
く
は﹁
災
害
弱
者
﹂

と
い
わ
れ
る
人
で
あ
る
。

　

災
害
時
に
災
害
弱
者
の
避

難
を
支
援
す
る
﹁
個
別
避
難

計
画
﹂
は
重
要
と
考
え
る
が

作
成
状
況
を
問
う
。

三
上
総
務
課
長

　

災
害
弱
者
は
国
の
災
害
対

策
基
本
法
で
は
高
齢
者
、
障

が
い
者
、
乳
幼
児
な
ど
特
に

配
慮
を
要
す
る
者
を
要
配
慮

者
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

要
配
慮
者
に
つ
い
て
は
災

害
発
生
が
予
測
さ
れ
る
時
は

い
ち
早
く
安
全
な
場
所
に
移

動
し
、
命
を
守
る
避
難
行
動

が
重
要
で
あ
る
。

　

要
配
慮
者
を
支
援
す
る
個

課長

「個別避難計画」 の作成を 漆谷光夫 議員

そ
の
他
の
質
問
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一般質問

利用客１割増 ・ 売上４億円めざす課長

大屋光宏 議員 再整備後の道の駅瑞穂は

大
屋
光
宏
議
員

　

道
の
駅
瑞
穂
の
再
整
備
の

必
要
性
と
新
た
な
道
の
駅
に

期
待
す
る
役
割
を
問
う
。

石
橋
町
長

　

道
の
駅
瑞
穂
は
平
成
５
年

に
開
設
し
た
。
観
光
客
に

と
っ
て
は
広
島
方
面
か
ら
の

玄
関
口
と
し
て
、
町
民
に

と
っ
て
は
買
い
物
や
バ
ス
利

用
な
ど
の
生
活
の
拠
点
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
し
か
し
、
国
道
か
ら
の

侵
入
口
や
駐
車
場
が
狭
い
こ

と
か
ら
、
県
と
の
一
体
型
事

業
に
よ
り
駐
車
場
の
確
保
な

ど
道
路
利
用
者
に
と
っ
て
快

適
な
休
憩
機
能
を
備
え
る
施

設
と
な
る
よ
う
再
整
備
を
行

う
。

　

再
整
備
に
あ
わ
せ
て
、
道

の
駅
に
訪
れ
る
多
く
の
来
場

者
を
町
内
全
域
に
誘
導
す
る

た
め
、
観
光
案
内
機
能
や
地

域
の
情
報
発
信
の
仕
組
み
を

検
討
し
た
い
。

大
屋
議
員

　

道
の
駅
瑞
穂
の
コ
ロ
ナ
禍

前
ま
で
の
状
況
は
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

売
上
は
、
野
菜
な
ど
の

農
産
物
を
販
売
す
る
﹁
産

直
市
み
ず
ほ
﹂
と
土
産
物

な
ど
を
販
売
す
る
﹁
道
の

駅
﹂
の
２
部
門
が
あ
り
、
売

上
の
75
％
は
﹁
産
直
市
み
ず

ほ
﹂
が
占
め
る
。
売
上
の

最
高
は
平
成
27
年
度
の
約

３
億
２
４
０
０
万
円
で
あ
る

が
近
年
も
ほ
ぼ
同
水
準
で
推

移
し
て
い
る
。

　

平
成
27
年
度
の
来
場
者
数

は
約
22
万
３
０
０
０
人
で
あ

る
が
、
近
年
は
若
干
減
少
傾

向
で
あ
る
。
来
場
者
数
は
買

い
物
時
の
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト
数

と
し
て
い
る
の
で
施
設
全
体

の
総
利
用
者
や
県
外
者
の
利

用
割
合
な
ど
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
平
日
は
町
内
や
近

隣
町
村
の
利
用
者
が
多
く
、

週
末
は
広
島
を
中
心
と
し
て

県
外
利
用
者
が
多
い
。

大
屋
議
員

　

再
整
備
に
必
要
な
経
費
と

整
備
後
の
道
の
駅
瑞
穂
の
姿

は
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

現
在
基
本
設
計
中
で
あ
る

が
、
融
雪
設
備
を
含
む
造
成

関
係
を
除
い
た
建
物
・
外
構

工
事
費
、
備
品
等
整
備
費
、

実
施
設
計
委
託
費
な
ど
の
事

業
費
と
し
て
15
億
９
０
０
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

　

利
用
者
は
レ
ジ
カ
ウ
ン
ト

数
で
近
年
の
１
割
増
し
の
年

間
22
万
人
を
見
込
み
、
売
上

げ
は
４
億
円
を
め
ざ
し
て
い

る
。

大
屋
議
員

　

用
地
買
収
等
の
今
年
度
予

算
約
４
億
円
と
造
成
等
の
事

業
費
を
考
慮
す
る
と
総
額

20
億
円
を
超
え
る
事
業
で
あ

る
。
国
・
県
等
の
支
援
も
あ

り
実
質
負
担
額
は
不
明
で
あ

る
が
財
政
に
与
え
る
影
響
は

大
き
い
。
こ
の
た
め
再
整
備

に
必
要
と
な
る
財
源
を
賄
う

た
め
の
起
債
︵
借
金
︶
の
償

還
を
30
年
と
す
る
予
定
で
あ

る
と
説
明
を
受
け
た
。

　

施
設
の
運
営
・
あ
り
方
は

30
年
後
を
見
据
え
た
計
画
と

な
っ
て
い
る
か
。

田
村
地
域
み
ら
い
課
長

　

社
会
の
変
化
と
予
期
せ
ぬ

事
態
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

情
報
収
集
と
柔
軟
な
対
応
が

で
き
る
組
織
体
制
が
重
要
と

考
え
、
指
定
管
理
予
定
者
と

協
議
を
進
め
官
民
連
携
等
必

要
な
体
制
を
整
え
て
い
く
。

大
屋
議
員

　

道
の
駅
で
の
農
産
物
の
販

売
は
運
営
面
に
お
い
て
も
農

業
振
興
に
お
い
て
も
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
一

方
、
町
内
で
は
井
原
の
雲
井

の
里
ふ
れ
あ
い
市
場
の
ほ
か

店
舗
内
に
直
売
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
て
い
る
店
も
あ
る
。

　

生
産
者
に
と
っ
て
は
多
く

の
直
売
所
が
あ
る
こ
と
が
生

き
が
い
や
出
荷
調
整
の
た
め

に
は
重
要
で
あ
り
、
道
の
駅

瑞
穂
と
町
内
の
直
売
所
が
共

存
共
栄
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

生
産
振
興
と
購
入
の
動
機

付
け
な
ど
の
販
売
促
進
策
と

し
て
、
邑
南
野
菜
の
ブ
ラ
ン

ド
に
﹁
高
齢
者
応
援
﹂﹁
新

規
就
農
者
応
援
﹂﹁
限
界
農

地
応
援
﹂
な
ど
の
地
域
課
題

を
基
準
と
し
た
認
証
制
度
は

創
設
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

広
島
方
面
と
の
都
市
交
流
を

深
め
る
た
め
都
市
交
流
を
支

援
す
る
補
助
金
等
を
創
設
で

き
な
い
か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た

い
。
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一般質問

日常生活に支障が出ない予算組みをする

②
業
者
へ
の
委
託
や
地
域
、

団
体
等
の
協
力
で
行
っ
て
い

る
が
、
民
地
に
つ
い
て
は
所

有
者
に
お
願
い
し
て
い
る
。

③
必
要
に
応
じ
て
災
害
復
旧

や
伐
採
業
務
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
山
林
活
用
の
た

め
の
作
業
道
開
設
や
修
繕
に

対
す
る
支
援
策
も
あ
る
。

④
基
本
的
に
は
県
の
管
理
で

あ
り
、
定
期
的
に
点
検
を
行

う
と
と
も
に
治
山
計
画
も
進

め
ら
れ
て
い
る
。

⑤
農
業
設
備
長
寿
命
化
の
た

め
の
整
備
や
改
修
に
は
、
各

種
の
助
成
事
業
も
あ
り
相
談

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

辰
田
議
員 

　

町
民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

作
業
す
る
場
合
、
安
全
対
策

機
材
の
貸
し
出
し
や
除
草
伐

採
済
み
の
草
木
の
集
積
場
所

を
提
供
で
き
な
い
か
。

上
田
建
設
課
長

　

基
本
的
に
交
通
量
が
多

く
、
危
険
が
想
定
さ
れ
る
場

所
は
、
管
理
者
の
町
が
作
業

を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
草
木

の
回
収
に
つ
い
て
は
申
し
出

て
い
た
だ
き
た
い
。

辰
田
議
員

　

県
内
で
も
危
険
箇
所
の
多

い
本
町
に
お
い
て
、
レ
ッ
ド

ゾ
ー
ン
の
指
定
や
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
の
意
義
と
活
用

は
。

三
上
総
務
課
長

　

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域

の
指
定
に
よ
り
、
想
定
さ
れ

る
被
害
に
応
じ
て
、
誰
も
が

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
最
新
情

報
が
確
認
で
き
る
電
子
機
器

で
の
対
応
を
準
備
し
て
い

る
。

辰
田
議
員 

　

将
来
に
お
い
て
想
定
さ
れ

る
業
者
や
技
術
者
の
減
少

が
、
町
民
生
活
に
与
え
る
影

響
と
対
策
を
考
え
る
必
要
は

な
い
か
。

上
田
建
設
課
長

　

災
害
復
旧
や
除
雪
に
も
支

障
が
出
る
と
想
定
さ
れ
る
た

め
、
町
で
は
担
い
手
確
保
の

た
め
に
労
働
環
境
改
善
の
提

案
や
資
格
取
得
者
確
保
の
た

め
の
助
成
等
も
行
っ
て
い
る
。

辰
田
議
員

　

関
係
人
口
の
増
加
を
図
る

観
光
戦
略
の
中
で
、
相
互
協

力
の
あ
り
方
と
、
こ
れ
ま
で

１
０
０
０
万
円
以
上
あ
っ
た

観
光
協
会
へ
の
補
助
金
が
令

和
３
年
度
に
無
く
な
っ
て
い

る
理
由
は
何
か
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

町
の
情
報
発
信
に
つ
い
て

は
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で

い
る
。
補
助
金
は
、
観
光
協

会
が
法
人
と
し
て
収
益
を
上

げ
自
立
を
め
ざ
し
た
い
と
辞

退
さ
れ
た
た
め
計
上
さ
れ
て

い
な
い
。

辰
田
議
員

　

町
内
の
観
光
関
連
業
者
が

商
工
会
や
観
光
協
会
と
と
も

に
、
利
用
拡
大
に
向
け
提
出

さ
れ
た
※
要
望
書
に
対
す
る

考
え
は
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

町
を
は
じ
め
、
各
方
面
に

出
張
、
研
修
を
含
め
た
事
案

に
利
用
促
進
の
声
か
け
を
積

極
的
に
行
う
。

　

辰
田
議
員
は
独
居
高
齢
者

に
つ
い
て
、
行
政
、
地
域
、

事
業
者
の
連
携
に
つ
い
て
質

問
し
、
小
笠
原
福
祉
課
長
は

町
全
体
で
取
り
組
む
課
題
で

あ
り
、
見
守
り
体
制
を
強
化

す
る
と
答
え
ま
し
た
。

辰
田
直
久
議
員

　

次
の
項
目
の
整
備
管
理
状

況
と
対
策
に
つ
い
て
問
う
。

①
道
路
の
補
修
、
整
備(

事

故
、
災
害
被
害
の
拡
大
防

止)②
主
要
道
の
除
草
と
樹
木
伐

採(
交
通
安
全
、
生
活
イ
ン

フ
ラ
確
保
対
策)

③
林
道
の
整
備(

森
林
保
全

と
木
材
搬
出
へ
の
対
応)

④
急
傾
斜
地
や
砂
防
ダ
ム
の

点
検
整
備(

土
砂
崩
壊
と
土

石
流
被
害
の
防
止)

⑤
農
地
の
生
産
力
確
保
対
策

(

水
路
、
機
械
搬
入
路
の
整

備)上
田
建
設
課
長
・
大
賀
農
林

振
興
課
長

①
修
繕
の
必
要
箇
所
は
多
く

あ
る
が
、
予
算
確
保
も
難
し

く
規
模
に
よ
っ
て
は
経
過
観

察
で
対
応
し
て
い
る
。

町長

辰田直久 議員

答

必
要
に
応
じ
た

　
　

役
割
分
担
を

問

観
光
振
興
で
の

町
と
観
光
協
会
の
協
調
は

そ
の
他
の
質
問

インフラ整備の予算増額をすべき

※要望書とは
町内への経済循環のために、行政や各種団体の出張や研修旅行な
どの発注を町内業者にするように求めるもの。商工会、観光協会
及び町内事業者２者が連名で提出されている。
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一般質問

技術の共有化を図り、 農業のレベル向上を町長

和田文雄 議員

和
田
文
雄
議
員

　

邑
南
町
に
お
け
る
農
業
人

口
の
減
少
と
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
は
、
大
き
な
課
題
で

あ
る
。
今
後
持
続
的
な
農
業

が
可
能
な
の
か
、
将
来
を
見

据
え
た
農
業
の
在
り
方
に
つ

い
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

本
町
の
農
家
数
、
農
業
従
事

者
の
年
齢
の
推
移
は
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

農
家
数
の
推
移
は
、

２
０
１
０
年
１
４
９
０

戸
、
２
０
１
５
年
１
２
５
９

戸
、
２
０
２
０
年
９
９
３

戸
、
５
年
間
で
２
６
６
戸

減
少
し
て
い
る
。
年
齢
の

推
移
は
２
０
１
５
年
７２
・
６

歳
、
２
０
２
０
年
７２
・
７
歳

と
な
っ
て
い
る
。
農
業
従
事

者
の
平
均
年
齢
は
上
が
っ
て

い
な
い
が
、
農
家
数
は
10
年

間
で
67
％
と
大
き
く
減
少
し

て
い
る
。
農
家
数
の
減
少
が

農
地
の
遊
休
化
に
つ
な
が
っ

て
い
な
い
か
、
調
査
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

和
田
議
員

　

農
業
人
口
の
減
少
は
、﹁
若

者
の
流
出
と
高
齢
化
﹂﹁
農

業
に
商
業
的
魅
力
が
な
い
﹂

こ
と
が
要
因
で
は
な
い
か
と

思
う
。
こ
の
現
状
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

今
後
も
、
農
業
の
持
続
的

な
発
展
の
た
め
、
地
域
の
若

者
に
農
業
の
魅
力
を
伝
え
て

い
く
こ
と
、
地
域
資
源
を
次

世
代
の
担
い
手
が
着
実
に
利

用
で
き
る
よ
う
維
持
・
保

全
、
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進

に
よ
る
農
作
業
の
省
力
化
、

農
業
へ
の
女
性
の
参
画
を
推

進
、
経
営
所
得
安
定
の
た
め

の
対
策
な
ど
、
引
き
続
き
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

和
田
議
員

　

新
規
就
農
者
の
確
保
、
育

成
の
現
状
と
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊

﹁
お
ー
な
ん
ア
グ
サ
ポ
隊
﹂

の
取
組
み
だ
け
で
は
な
く
、

町
内
出
身
者
を
対
象
と
し
た

邑
南
町
農
林
業
後
継
者
育
成

奨
学
金
を
活
用
し
た
後
継
者

育
成
、
Ⅰ
タ
ー
ン
を
含
め
、

町
外
在
住
の
若
者
の
就
農
相

談
、
就
農
体
験
な
ど
関
係
機

関
と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

過
去
５
年
の
状
況
は
、
新

規
認
定
者
17
名
、
雇
用
４

名
、
経
営
継
承
２
名
、
兼
業

３
名
と
な
っ
て
い
る
。

和
田
議
員

　

農
福
連
携
推
進
体
制
を
整

備
す
る
こ
と
を
基
本
目
標
に

掲
げ
て
い
る
。
農
業
を
活
用

し
た
農
福
連
携
の
取
組
み
、

今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て
問

う
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

邑
南
町
農
福
連
携
等
推
進

協
議
会
︵
仮
称
︶
の
設
立
総

会
開
催
の
予
定
で
あ
る
。

町
内
に
あ
る
資
源
を
生
か
し

た
、
農
業
を
は
じ
め
と
す
る

農
福
連
携
、
地
域
連
携
の
シ

ス
テ
ム
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
る
。

和
田
議
員

　

農
業
の
振
興
策
に
つ
い

て
、
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

石
橋
町
長

　

コ
ロ
ナ
禍
で
自
然
を
相
手

に
す
る
仕
事
に
魅
力
を
感
じ

る
人
た
ち
が
、
都
会
か
ら
増

え
て
き
て
い
る
。
ア
グ
サ
ポ

隊
も
一
定
の
人
数
が
採
用
さ

れ
評
価
も
い
た
だ
い
て
い
る
。

Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら
訴
え
か
け
、

新
規
就
農
者
の
確
保
に
つ
と

め
る
契
機
と
思
っ
て
い
る
。

　

農
業
は
10
人
い
れ
ば
10
の

技
術
が
あ
る
。
技
術
の
共
有

化
を
図
り
、
邑
南
町
の
農
業

の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
こ

と
も
行
政
と
し
て
今
後
必
要

だ
と
思
う
。

和
田
議
員

　

小
・
中
学
校
に
町
産
材
の

机
、
椅
子
の
導
入
に
つ
い
て

問
う
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

学
校
生
活
に
お
い
て
、
町

産
材
の
使
用
は
意
義
あ
る
も

の
だ
と
考
え
る
が
、
現
状
で

は
難
し
い
。

高
瀬
学
校
教
育
課
長

　

重
量
と
コ
ス
ト
が
課
題
と

な
る
。
作
成
に
か
か
る
費
用

も
考
え
な
が
ら
町
産
材
の
活

用
が
で
き
れ
ば
と
思
う
。

問

学
校
の
机
、
椅
子
に

　
　

町
産
木
材
を

答

現
状
で
は
難
し
い

農業の振興策は
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一般質問

ワクチンだけでなく体の中から健康に

鍵
本
議
員

　

ぜ
ひ
と
も
、
周
知
の
徹
底

と
実
践
を
進
め
て
も
ら
い
た

い
。

　

２
つ
目
は
、
邑
南
町
に
い

る
よ
し
も
と
芸
人
さ
ん
に
笑

い
を
提
供
し
て
も
ら
い
、
笑

い
の
力
で
町
民
の
免
疫
力
を

上
げ
る
の
は
ど
う
か
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

よ
し
も
と
芸
人
さ
ん
に

は
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
食
や
広
報
の
活
動
を
し

て
も
ら
っ
て
い
る
。
協
力
隊

の
方
々
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
得

意
分
野
を
生
か
し
て
、
自
己

実
現
を
め
ざ
し
て
欲
し
い
。

鍵
本
議
員

　

(

つ
ま
り
お
笑
い
は
で
き

な
い
と
言
う
ふ
う
に
聞
こ
え

る
が)

よ
し
も
と
と
い
え
ば

笑
い
だ
。
町
民
を
笑
わ
せ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

　

３
つ
目
は
、
お
日
さ
ま
の

下
で
体
を
動
か
す
こ
と
が
免

疫
力
を
上
げ
る
。
現
行
の
ヘ

ル
ス
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
も
併
せ

て
※
タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク

に
も
協
力
し
て
も
ら
い
、
健

康
な
体
づ
く
り
を
し
て
い
く

の
は
ど
う
か
。

土
﨑
保
健
課
長

　

コ
ロ
ナ
に
追
わ
れ
て
な
か

な
か
実
施
で
き
て
い
な
い

が
、
状
況
を
み
な
が
ら
健
康

づ
く
り
活
動
を
復
活
さ
せ
た

い
。

　

提
案
の
３
項
目
は
、
ど
れ

も
継
続
し
て
い
か
な
い
と
健

康
維
持
に
は
な
ら
な
い
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

タ
ニ
タ
ヘ
ル
ス
リ
ン
ク
の

協
力
を
得
て
ヘ
ル
ス
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
モ
デ
ル
的
に
始
め
た

と
こ
ろ
だ
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
継
続
的
に
健
康
づ
く
り
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

鍵
本
議
員

　

町
民
の
健
康
を
提
案
し
て

く
れ
る
側
の
意
識
を
上
げ
て

も
ら
え
る
と
、
継
続
の
意
味

で
随
分
違
う
と
思
う
。

　

４
つ
目
は
、
イ
ベ
ル
メ
ク

チ
ン
な
ど
の
コ
ロ
ナ
に
効
く

と
言
わ
れ
て
い
る
薬
が
、
何

故
か
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ

な
い
。
町
長
に
、
こ
れ
ら
が

使
え
る
よ
う
に
国
に
働
き
か

け
て
も
ら
い
た
い
。

土
﨑
保
健
課
長

　

イ
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
は
ま
だ

治
験
実
施
中
で
あ
り
、
市
町

村
の
要
望
で
使
用
が
早
ま
る

こ
と
は
無
い
。

石
橋
町
長

　

邑
南
町
に
は
発
酵
食
品
も

多
く
、
お
笑
い
芸
人
も
い

る
。
ワ
ク
チ
ン
だ
け
で
な

く
、
体
の
中
か
ら
健
康
に
な

る
こ
と
は
大
切
だ
。
こ
れ
ら

も
町
民
の
健
康
に
寄
与
し
て

い
け
た
ら
良
い
。

鍵
本
議
員

　

町
民
が
健
康
的
に
楽
し
く

暮
ら
し
て
い
け
る
よ
う
、
役

場
の
職
員
や
町
長
に
も
率
先

し
て
笑
顔
で
い
て
も
ら
い
た

い
。

町長

鍵本亜紀 議員

鍵
本
亜
紀
議
員

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
に

進
ん
で
い
る
が
、
依
然
と
し

て
制
約
を
受
け
続
け
る
生
活

が
続
い
て
い
る
。
国
や
県
か

ら
の
方
針
に
従
う
の
も
大
事

だ
が
、
邑
南
町
独
自
に
町
民

の
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と
を

提
案
す
る
。

　

１
つ
目
は
、
我
が
町
が
誇

る
Ａ
級
グ
ル
メ(
永
久
グ
ル

メ)

先
人
達
か
ら
受
け
継
い

だ
郷
土
料
理
や
味
噌
や
漬
物

な
ど
の
発
酵
食
品
を
、
積
極

的
に
取
り
入
れ
て
い
く
こ
と

で
、
免
疫
力
を
上
げ
る
の
は

ど
う
か
。

寺
本
商
工
観
光
課
長

　

食
の
学
校
を
立
ち
上
げ
、

我
が
町
の
伝
統
食
や
郷
土
料

理
な
ど
の
普
及
に
努
め
て
い

る
。

　　　　　　　♪みんなで免疫力を上げるナン♪

邑南町ならではのコロナ対策を

※タニタヘルスリンクとは
タニタヘルスリンクは、健康測定機器を活用した「タニタ健康
プログラム」を提供しており、A 級グルメ事業を進める邑南町
と健康まちづくりを推進する協定を締結している。

2021.10.15　町議会だより おおなん  — 16 —



一般質問

答

収
入
保
険
料

　

補
助
案
を
提
出

４年度に向け前向きに検討する町長

瀧田　均 議員

瀧
田
均
議
員

　

今
年
産
の
全
国
の
米
生
産

に
つ
い
て
、
需
要
に
見
合
っ

た
適
正
生
産
量
と
す
る
に

は
、
全
国
の
作
付
面
積
の

５
％
分
６
万
７
０
０
０
ha

を
、
主
食
用
米
か
ら
飼
料
用

米
等
の
非
主
食
用
米
へ
用
途

変
更
す
る
必
要
が
あ
る
と
し

て
、
農
水
省
が
東
北
の
主
要

産
地
を
は
じ
め
全
国
各
地
へ

要
請
を
行
い
、
そ
の
目
標
を

達
成
し
た
こ
と
が
７
月
末
に

報
道
さ
れ
た
。

　

過
去
最
大
規
模
の
作
付
け

転
換
が
達
成
で
き
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
な
ぜ
、
米
の
出
荷

価
格
が
大
幅
な
下
落
に
な
っ

た
の
か
問
う
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

令
和
３
年
産
米
の
出
回
り

の
本
格
化
が
近
づ
く
中
、
２

年
産
の
在
庫
消
化
が
進
ん
で

い
な
い
状
況
と
な
っ
て
お

り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
や
米
離
れ
で
需
要
が

減
り
販
売
が
振
る
わ
な
い

中
、
さ
ら
に
業
務
用
需
要
の

低
迷
も
あ
り
出
荷
停
滞
や
在

庫
高
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で

あ
り
、
今
回
の
米
の
買
取
り

価
格
と
な
っ
た
。

瀧
田
議
員

　

平
成
30
年
産
か
ら
国
に
よ

る
米
の
生
産
数
量
目
標
配
分

が
廃
止
さ
れ
た
が
、
そ
れ
に

代
わ
る
都
道
府
県
の
農
業
再

生
協
議
会
が
示
す
﹁
生
産
目

安
﹂
は
機
能
し
て
い
る
か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

本
町
で
は
、
元
年
産
ま
で

は
県
農
業
再
生
協
議
会
か
ら

﹁
生
産
目
安
﹂
を
い
た
だ
い

て
い
た
が
、
２
年
産
か
ら
は

﹁
生
産
目
安
﹂
を
い
た
だ
い

て
い
な
い
。
そ
う
し
た
現
状

な
の
で
、﹁
生
産
数
量
目
安
﹂

の
提
示
は
機
能
し
て
い
な
い

と
思
っ
て
い
る
。

瀧
田
議
員

　

コ
メ
余
り
に
よ
る
米
価
の

下
落
を
解
消
す
る
た
め
に

は
、
過
剰
な
水
稲
生
産
面
積

を
少
し
で
も
園
芸
生
産
に
転

換
す
る
取
組
み
が
必
要
だ
。

本
町
に
お
い
て
は
、
奨
励
金

を
新
設
し
園
芸
生
産
へ
の
転

換
誘
導
を
提
案
す
る
。

　

ま
た
、
全
国
規
模
で
米
の

過
剰
生
産
を
解
消
す
る
制
度

を
定
着
さ
せ
る
た
め
、
町
長

に
は
町
村
長
会
等
で
検
討
い

た
だ
き
、
農
水
省
を
は
じ
め

関
係
機
関
へ
の
申
し
入
れ
を

求
め
る
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

現
在
、
需
要
に
応
じ
た
米

生
産
に
向
け
取
り
組
む
と
と

も
に
、
高
収
益
の
見
込
め
る

園
芸
作
物
生
産
へ
の
転
換
も

推
進
し
て
お
り
、
こ
の
考
え

方
は
今
後
も
踏
襲
す
る
。

　

水
稲
か
ら
園
芸
生
産
に
転

換
し
た
場
合
の
、
経
営
所
得

安
定
対
策
交
付
金
等
に
上
乗

せ
す
る
町
独
自
の
交
付
金
に

つ
い
て
は
、
４
年
度
の
予
算

編
成
に
向
け
研
究
し
な
が
ら

検
討
し
た
い
。

瀧
田
議
員

　

農
業
被
害
が
発
生
し
た

際
、
収
入
保
険
の
よ
う
な
セ

イ
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
が
無
け

れ
ば
、
農
業
継
続
の
意
欲
は

減
退
す
る
。
園
芸
生
産
の
拡

大
に
は
収
入
保
険
の
加
入
を

セ
ッ
ト
で
考
え
る
べ
き
だ
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

町
内
農
業
者
の
収
入
保
険

へ
の
加
入
を
後
押
し
す
る
た

め
、
本
定
例
会
提
出
の
補
正

予
算
で
収
入
保
険
加
入
促
進

事
業
と
し
て
、
保
険
料
補
助

の
経
費
を
お
願
い
し
て
い

る
。

瀧
田
議
員

　

道
の
駅
瑞
穂
の
再
整
備
が

進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
今

後
、
産
直
市
み
ず
ほ
や
雲
井

の
里
等
へ
の
農
産
品
の
出
荷

や
生
産
者
の
増
加
は
実
現
で

き
る
か
。

大
賀
農
林
振
興
課
長

　

生
産
や
販
売
に
関
わ
る
関

係
者
・
関
係
機
関
と
連
携
し

て
実
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
い
る
。

石
橋
町
長

　

米
の
課
題
に
つ
い
て
は
、

全
国
レ
ベ
ル
で
の
改
善
が
必

要
と
考
え
る
。
園
芸
生
産
や

有
機
農
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
４
年
度
予
算
に
向
け
前

向
き
に
検
討
す
る
。
雲
井
の

里
の
今
後
に
つ
い
て
は
、
地

元
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
検
討

を
重
ね
る
。

問

収
入
保
険
の
加
入
拡

大
と
園
芸
の
推
進
を

園芸生産の拡大にむけ奨励金新設を
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人
口
問
題
特
別
委
員
会
を
設
置

　

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問

で
、
辰
田
議
員
が
我
が
町
の

人
口
の
減
少
に
歯
止
め
が
か

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
今
後

の
福
祉
や
教
育
、
様
々
な
産

業
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す

で
あ
ろ
う
こ
と
を
危
惧
し
委

員
会
の
立
ち
上
げ
を
訴
え
ま

し
た
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、
人

口
対
策
に
お
け
る
諸
課
題
に

対
し
て
、
行
政
主
導
で
は
な

く
町
民
感
覚
で
の
調
査
研
究

を
行
う
た
め
に
、
設
置
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

人
口
問
題
は
邑
南
町
だ
け

で
な
く
、
多
く
の
自
治
体
で

も
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
案
で
す
が
、
将
来
に

向
け
た
対
策
に
つ
い
て
誰
も

が
関
心
を
持
ち
、﹁
住
み
続

け
た
い
﹂﹁
帰
り
た
い
﹂﹁
行

っ
て
み
た
い
﹂
持
続
可
能
な

町
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

　

発
起
人
で
あ
る
辰
田
議
員

を
委
員
長
に
、
Ⅰ
タ
ー
ン
７

年
目
の
鍵
本
議
員
が
副
委
員

長
を
務
め
ま
す
。

　

ご
理
解
、
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
配
置
計
画
案
を
示
す

地
域
医
療
構
想(

案)

示された配置計画案

「
道
の
駅
瑞
穂
」
再
整
備
事
業

　

道
の
駅
瑞
穂
の
新
た
な
配

置
計
画
が
、
産
業
建
設
常
任

委
員
会
、
全
員
協
議
会
で
示

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
７

月
臨
時
会
で
示
さ
れ
た
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
コ
ン
ペ
の
提
示
案

に
対
し
て
、
駐
車
場
の
安
全

性
な
ど
、
議
会
か
ら
さ
ま
ざ

ま
な
疑
義
が
表
明
さ
れ
、
そ

れ
に
対
す
る
回
答
と
し
て
示

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

76
号
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
、
道
の
駅
瑞
穂
再
整
備
事

業
で
は
﹁
産
直
市
み
ず
ほ
企

業
組
合
﹂
を
指
定
管
理
予
定

者
に
選
定
し
﹁
一
級
建
築
士

事
務
所　

大
西
麻
貴
＋
百
田

有
希
／
ｏ
＋
ｈ
﹂
と
基
本
設

計
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で

い
ま
す
。

　

５
月
以
降
、
地
元
自
治
会

だ
け
で
な
く
12
公
民
館
エ
リ

ア
で
の
意
見
交
換
会
な
ど
を

行
い
、
基
本
設
計
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
提
示
案
は
、
国
土

交
通
省
の
示
す
﹁
道
の
駅
﹂

登
録
要
件
や
、
県
と
の
一
体

型
整
備
の
必
要
条
件
な
ど
か

ら
、
必
要
な
施
設
や
駐
車
ス

ペ
ー
ス
の
考
え
方
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
併
せ
て
、
町
が
整

備
す
る
駐
車
場
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
も
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
営
の
ソ
フ
ト
計
画
や
平

面
計
画
、
概
算
事
業
費
の
算

定
は
今
後
の
予
定
だ
と
さ
れ

ま
し
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
指
定
管
理

予
定
者
が
決
定
し
て
い
る
の

に
運
営
ソ
フ
ト
計
画
の
策
定

が
進
ま
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

用
地
確
保
の
確
実
性
は
担
保

さ
れ
て
い
る
の
か
。
駐
車
ス

ペ
ー
ス
算
定
根
拠
の
有
効
性

と
、
予
算
規
模
に
よ
る
見
直

し
の
必
要
性
。
起
債
償
還
期

間
を
30
年
と
す
る
こ
と
の
根

拠
と
、
世
代
間
負
担
の
考
え

方
な
ど
の
意
見
が
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
29
年

度
か
ら
﹁
基
本
構
想
﹂
の
策

定
に
か
か
り
、
今
日
ま
で
続

い
て
い
ま
す
。
今
後
、
詳
細

な
案
が
示
さ
れ
た
段
階
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

め
に
は
、
地
域
医
療
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
り
、
さ
ら
に

保
健
、
医
療
、
福
祉
の
広
範

な
連
携
を
意
識
し
た
体
制
構

築
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
構
想
期
間

令
和
３
年
10
月
か
ら
13

年
９
月
ま
で
の
10
年
間
と

し
、
８
年
に
は
中
間
評
価
を

行
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
持

続
可
能
な
地
域
医
療
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

●
基
本
目
標

〇
ま
ち
に
必
要
な
医
療
機
能

の
確
保

〇
医
療
・
福
祉
従
事
者
の
育

成
と
確
保

〇
町
民
が
通
院
し
や
す
い
公

共
交
通
体
系
の
実
現

〇
以
上
３
点
の
具
体
的
な
取

組
みこ

の
﹁
邑
南
町
地
域
医
療

構
想
﹂
は
内
容
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
。
ま
も
な
く
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
版
が
届
き
ま
す
。

ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。

●
基
本
理
念

　
﹁
将
来
に
わ
た
っ
て
町
民

誰
も
が
必
要
と
す
る
医
療
を

安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
ま
ち

邑
南
町
﹂

●
策
定
の
趣
旨

邑
南
町
で
は
、
町
民
誰

も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
確

立
を
め
ざ
し
ま
す
。
そ
の
た

ま
と
ま
る

　

人
口
減
少
に
対
す
る
対
策
を
検
討
す
る
た
め
、
議
員
間
討
議

で
全
員
賛
成
に
よ
り
発
足
。
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瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン
ド

　

今
定
例
会
で
、
商
工
観
光

課
か
ら
西
日
本
最
大
級
の
ス

キ
ー
場
﹁
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン

ド
﹂
の
後
継
企
業
が
決
定
し

た
こ
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
後
継
企
業
は
、
広
島
市

安
佐
南
区
の
土
木
施
工
管
理

会
社
﹁
ア
オ
イ
テ
ク
ノ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社
﹂
で
す
。

１
９
９
９
年
４
月
に
設
立
さ

れ
、
資
本
金
が
８
５
０
０
万

円
で
従
業
員
は
約
30
人
。
本

社
に
加
え
、
東
京
・
大
阪
・

愛
知
な
ど
全
国
に
５
拠
点
を

展
開
す
る
会
社
で
す
。
広
島

県
内
で
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の

経
営
も
行
い
、
水
上
ス
ポ
ー

ツ
の
国
際
大
会
の
企
画
な
ど

で
実
績
が
あ
る
そ
う
で
す
。

塩
本
崇
公
社
長
は
、﹁
幼
い

こ
ろ
か
ら
滑
り
に
来
て
い
た

ス
キ
ー
場
を
な
ん
と
か
復
活

さ
せ
た
い
﹂
と
会
見
で
説
明

さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
キ
ー
場
の
再
開
時
期
に

つ
い
て
は
、従
業
員
の
確
保
、

設
備
点
検
、
国
土
交
通
省
へ

の
申
請
手
続
き
を
含
む
調
整

が
必
要
と
の
こ
と
で
、
早
期

再
開
を
め
ざ
す
が
今
冬
か
ら

の
オ
ー
プ
ン
は
明
言
で
き
な

い
状
況
で
す
。

　

今
後
は
、
ス
キ
ー
人
口
が

自
治
体
新
電
力
会
社
設
立
か

　

邑
南
町
で
は
、
令
和
３
年

３
月
１
日
に
邑
南
町
ぜ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
表
明

し
、
環
境
と
経
済
を
両
立
し

た
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に

向
け
た
取
組
み
を
始
め
ま
し

た
。
そ
の
取
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産

地
消
に
よ
る
脱
炭
素
社
会
へ

の
移
行
と
、
電
力
料
金
を
地

域
内
経
済
循
環
さ
せ
る
こ
と

に
よ
る
地
域
活
性
化
に
取
り

組
む
新
電
力
会
社
の
設
立
を

め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

新
電
力
会
社
と
は
、
電
力

を
仕
入
れ
、
需
要
者
に
供
給

減
る
中
、
ス
キ
ー
場
と
し
て

の
機
能
に
と
ど
ま
ら
ず
、
温

浴
施
設
、
高
級
感
の
あ
る
キ

ャ
ン
プ
を
楽
し
む
﹁
グ
ラ
ン

ピ
ン
グ
﹂
な
ど
に
対
応
し
た

施
設
を
め
ざ
す
よ
う
で
す
。

　

民
泊
事
業
者
な
ど
、
地
域

の
皆
さ
ん
は
後
継
決
定
を
歓

迎
す
る
と
と
も
に
、
年
間
を

通
し
た
集
客
に
期
待
し
て
お

ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

年齢区分 １回接種者 ２回接種者 対象者数

65歳以上
人数 4,351 4,313

4,620
接種率 94.2％ 93.4％

12 ～ 64歳
人数 4,369 4,297

4,884
接種率 89.5％ 88.0％

全年齢
人数 8,720 8,610

9,504
接種率 91.8％ 90.6％

今
後
の
運
営
は　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
ー
促
進
事
業

　

４
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
は
、
医
療
従
事
者
か
ら

始
ま
り
、
65
歳
以
上
の
高
齢

者
、
12
歳
以
上
か
ら
64
歳
以

下
、
当
初
希
望
さ
れ
て
い
な

い
未
接
種
の
方
の
希
望
接
種

を
含
め
た
10
月
２
日
ま
で
の

途
中
経
過
が
で
ま
し
た
。

　

邑
南
町
全
体
で
の
２
回
接

種
者
の
接
種
率
は
、
上
記
の

表
の
通
り
非
常
に
高
く
、
集

団
接
種
や
、
働
き
盛
り
世
代

へ
考
慮
し
た
遅
い
時
間
帯
で

の
接
種
、
休
日
接
種
な
ど
の

対
策
が
功
を
奏
し
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

す
る
電
力
小
売
事
業
を
行
う

も
の
で
、
邑
南
町
で
は
、
３

年
６
月
か
ら
電
源
調
査
、
需

要
調
査
、
事
業
収
支
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
等
を
も
と
に
事

業
性
判
断
調
査
を
実
施
し
た

結
果
、
電
力
小
売
事
業
の
収

益
性
が
認
め
ら
れ
た
と
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

電
力
の
小
売
り
自
由
化
に

伴
い
、
島
根
県
内
で
も
自
治

体
が
出
資
し
設
立
さ
れ
る
自

治
体
新
電
力
会
社
が
奥
出
雲

町
や
出
雲
市
な
ど
で
設
立
さ

れ
て
い
ま
す
。
邑
南
町
に
お

い
て
も
、
地
域
主
体
で
取
り

組
む
自
治
体
新
電
力
会
社
を

設
立
し
、
事
業
を
進
め
る
こ

と
で
、﹁
公
共
施
設
の
電
力

料
金
削
減
﹂﹁
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
﹂﹁
地
域
経
済

循
環
﹂﹁
脱
炭
素
化
﹂
な
ど

の
行
政
課
題
に
対
し
、
同
時

に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。
将
来
、
事
業
所
や

一
般
家
庭
に
対
し
て
も
電
力

供
給
を
行
う
こ
と
で
、
誰
も

が
脱
炭
素
社
会
の
担
い
手
と

な
れ
る
環
境
づ
く
り
が
計
画

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
新
た
に
取
り
組
む
電

力
小
売
事
業
で
得
た
収
益

は
、
環
境
と
経
済
を
両
立
す

る
脱
炭
素
社
会
へ
の
移
行
に

向
け
た
課
題
解
決
に
活
用
し

て
い
く
予
定
で
す
。

地
元
の
民
泊
等
の
事
業
者
を
は
じ
め
、
住
民
の
皆
さ
ん

は
後
継
企
業
決
定
を
心
か
ら
歓
迎
！

再開が待たれる瑞穂ハイランド
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れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し

た
。
宇
都
井
駅
も
元
診
療
所

も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

は
、
寂
し
す
ぎ
る
と
思
い
、

借
り
る
こ
と
を
持
ち
主
に
お

願
い
す
る
と
、
快
諾
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

宇
都
井
駅
が
鉄
道
公
園
に
な

る
と
知
り
、
近
く
に
休
む
場

所
が
あ
れ
ば
と
思
い
、
カ
フ

ェ
に
改
装
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
少
し
で
も
長
く
滞

築９６年の元診療所を改修築９６年の元診療所を改修
提供するのは時間です

店主の井上さん

カフェ＆ベット 『うづい通信部』 宇都井地区　井上英司さん

編
集
室
の

編
集
室
の

　
　
窓

　
　
窓

▼
９
月
の
定
例
会
も
無
事
終

わ
り
、
す
っ
か
り
秋
の
風
が

吹
い
て
い
ま
す
▼
６
月
の
一

般
質
問
で
小
学
生
の
川
遊
び

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
今
年

の
夏
は
雨
が
多
く
コ
ロ
ナ
の

こ
と
も
あ
り
、
せ
っ
か
く
執

行
部
の
方
々
に
も
協
力
い
た

だ
い
た
の
に
、
実
行
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
達
に

川
で
泳
い
で
欲
し
い
気
持
ち

も
、
大
人
の
事
情
︵
主
催
は

ど
こ
、
誰
が
責
任
と
る
の
︶

で
、
そ
ん
な
に
簡
単
に
は
い

か
な
い
と
改
め
て
思
い
知
ら

さ
れ
た
夏
で
し
た
。
と
は
い

え
、
来
年
こ
そ
は
必
ず
実
現

さ
せ
た
い
で
す
▼
邑
南
町
の

豊
か
な
自
然
の
中
で
暮
ら
し

て
い
る
こ
と
を
、
子
ど
も
達

に
感
じ
て
欲
し
い
。
こ
こ
で

育
っ
て
い
く
こ
と
に
愛
着
と

感
動
を
持
っ
て
生
き
て
欲
し

い
と
願
い
ま
す
。
こ
の
自
然

豊
か
な
邑
南
町
で
暮
ら
す
子

ど
も
達
へ
▼
お
ば
ち
ゃ
ん

は
、
君
達
が
羨
ま
し
い
ん
だ

よ
。　
　
︵
鍵
本
亜
紀
記
︶

宇
都
井
地
区
に
て
カ
フ

ェ
＆
ベ
ッ
ト
『
う
づ
い
通
信

部
」
の
店
主
を
さ
れ
て
い
る

井
上
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
し

ま
し
た
。

　

Ｑ
う
づ
い
通
信
部
を
オ
ー

プ
ン
し
た
き
っ
か
け
は
？

　

三
江
線
廃
線
後
、
宇
都
井

駅
取
得
に
つ
い
て
未
確
定
だ

っ
た
頃
、
96
年
前
に
地
元
の

方
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た

元
診
療
所
の
解
体
が
検
討
さ

DIYによって作られた素敵な店内

うづい通信部　Facebook

三江線鉄道公園宇都井駅より徒歩３分

在
し
て
ほ
し
い
、
と
宿
泊
施

設
も
作
り
ま
し
た
。

　

Ｑ
う
づ
い
通
信
部
の
こ
だ

わ
り
は
？

　

こ
こ
で
過
ご
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
、
故
郷
の
良
さ
や

自
然
や
暮
ら
し
に
想
い
を
馳

せ
て
ほ
し
い
。

　

Ｑ
今
後
の
夢
は
？

　

邑
南
町
の
東
の
案
内
所
と

し
て
充
実
さ
せ
た
い
。

　

Ｑ
今
後
の
展
開
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
収
束
後
は
、
ラ
イ

ブ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
E

︲
バ
イ
ク
で
の
江
の
川
サ
イ

ク
リ
ン
グ
を
行
い
た
い
。

う
づ
い
通
信
部

カ
フ
ェ

土
日
祝
11
時
~
16
時

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス

随
時
受
付
中

︵
12
月
~
３
月
は
休
業
︶

０
９
０
︲
７
１
２
７
︲

４
３
３
４

(

聞
き
手
・
野
田
佳
文)
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